
様式第２号（第11条関係） 

 

         出前講座報告書 
開 催 日 時 令和７年 ２ 月 18 日（ 火 ） 13 時 20 分 ～ 14 時 40 分 

開 催 場 所 伊賀市議会 全員協議会室 

申請団体等名称 
伊賀市農業委員会（坂本会長、森下会長職務代理者、玉岡参与、喜久永参与、 
      吉岡農地利用最適化推進委員長、川口農地利用最適化推進副委員長） 

テ ー マ 農業農村等に関する意見交換会 

委 員 会 名 等 産業建設常任委員会 

出 席 議 員 
【委員長】山下典子、【副委員長】寺村京子【委員】西田方計、森川徹、福村正親、 

宮﨑栄樹、中岡久徳 記録者 寺村京子 

 

【講座・意見交換等の主な内容、対応等】 

冒頭市長挨拶、市長に向けて農業委員の方からの要望 

 女性登用に向けて女性リーダーとの懇談を実施してほしい。 

また、女性登用のための農業委員会に関する条例（要綱）改正も検討してほしい。 

 農業にもっと目を向けてほしい。 

  

1. 農業委員会の運営について 

農業委員会は市長により設置されている。委員は市長に任命され、農地利用最適化推進委
員は農業委員の同意を得て委員長が委嘱している。 

農業生産の向上、農業の合理化、農業従事者の地位向上が目的の独立した組織である。 

農業委員会事務局の人事異動について、事後報告ではなく、事前に相談してほしい。 

また、独立した行政委員会にもかかわらず市長部局からの出向辞令が兼任のことがある。 

事務局長が専決できる事項は伊賀市事務決裁規程の部長の例によるとあるが、事務局長は
現在市の次長クラスである。農業に関わる職員数が足りていないのではないか。 

→市長部局と一体となっているため、個別の人選等は難しいが、今後事前の人事ヒアリン
グに参加いただくようにする。 

2. 農業委員会委員の報酬の増額について 

農業委員会委員は直近の地域計画の策定等年々業務範囲・負担が増大している。 

前回の出前講座で要請を受け、２月定例月会議にて、農業委員会会長の報酬を月額  
 20,000円から30,000円に会長職務代理者の月額15,000円から25,000円に、農業委員会委
 員及び農地利用最適化推進委員を10,000円から20,000円に改める条例改定を提出予定。 

 

 



3. 農業委員への女性登用について 

現状、24名中、女性3名（公募委員1名、伊賀ふるさと農業協同組合からの推薦1名、諏訪住
民自治協議会から推薦1名）。 

21名の枠がある地域枠からは女性がなかなか出てこられない現状。現在は諏訪住民自治協
議会から女性委員が推薦されているが、次期改選時には担当地域が変わり、地域枠から女
性委員がいなくなってしまう可能性が高い。 

滋賀県近江八幡市を視察したが、女性委員による相談会等を実施している。女性が増える
と、そのような活動もしやすくなり、また小さな声を拾って聞きやすいということから地
域全体の農業の活力向上にもつながると考える。 

現状、地域割りの委員選出が24名中21名と要綱で定めがある。別に女性枠を別途設けるの
であれば、地域割りの再編も検討しなければいけない。 

地区からの選出の難しさについて、地域の自治協の連絡会に女性選出を依頼するなどは可
能性がある。しかしながら、自治協の中に農業委員の位置づけが明確でなく、人選が自治
協役員の中から選ばれることが多いため事務局から依頼しても男性になってしまう場合が
多い。 

女性の農業従事者のリーダー的な方のグループ（三重県農村女性アドバイザー、女性農業
士等）から１名推薦していただくことがよいのではないか。グループの方は委員になって
もおかしくない経験を持っているが、地域、自治協という枠組みに入ると埋もれてしまっ
ており、もったいないと感じる。 

農業委員会の広報が足りないのでは。「農業委員会だより」などを伊賀市は発行していな
い。農業委員がどんな活動をしているのか、まずは知ってもらうことが大事である。 

4. 米価格について 

米の生産価格は実勢価格で60キロあたり38,000円、国の示している基準は42,000円、 

60キロで55,000円が適正価格ともいわれているが、国の食糧自給買い取りは20,000円台。 

米を作るほど損をする構造で仕事として成り立っていない。 

昨今の米価格上昇を受けて、今年のJA概算金に注目しているが、そんなに上げられないの
ではとみている。 

米生産の大変さが消費者に伝わっていない。市の広報活動の中でもっと消費者に向けてPR
していくべき。 

5. 市道・農道の補修等について 

農道の補修は畑の持ち主が自費で行っていることが多いが、舗装の傷みなど、自前で対処
できないことも増えてきている。 

農業委員会が市に提言していくことが重要。 

 伊賀市議会議長 様 

  令和７年 ３月 10日 

    議会出前講座実施要綱第11条第１項の規定により提出します。 

            産業建設常任委員会 委員長  山 下  典 子 


